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ホント？日米地位協定見直し？ 

飲酒運転した米軍属の 
死亡事故日本で裁判 

 政府は、在日米軍で働く民間米国人（軍属）

が、公務中に起こした事件・事故について日本

側が裁判できるように変更する、と伝えられま

す。これをうけて那覇地検は改めてこの米人を

起訴しました。 

1995年３人の米兵による小学生暴行事件で怒り

の県民集会が持たれました。その後一定の配慮

（気にしている）はあるものの基本的には変わ

っていません。 

 今回も①アメリカが公務と認めればアメリカ

に裁判権②交通死亡事故など重要事件の場合③

米が訴追せず、しかも米が同意した場合に限り

日本の裁判できるというもの。しかもこれは協

定変更ではなく、日本側が要請したら「好意的

な考慮」(sympathetic consideration)をはらう

というもので「運用」変更に過ぎません。米国

人の軍属男性（２４）が帰宅途中に日本人の男

性会社員（当時１９歳）を死亡させた交通事故。

飲酒運転しての死亡事故を「公務中」とはさす

がに言いにくく、アメリカの裁判権を放棄した

ものと思われます。 

「日米両政府としては、沖

縄の負担軽減を図ることで、

米軍普天間飛行場（沖縄県

宜野湾市）の移設問題の進

展につなげる狙いもあると

みられる。」との報道もあ

りますが、何が負担軽減な

のかわかりません。 

日本人1088人が米軍の 犠牲に  

今年は日米安全保障条約締結60年にあたりま

す。アメリカが朝鮮戦争への在日米軍の出兵を

合理化するためにサンフランシスコ条約で急遽

独立を承認し、同時に秘密裏に事を運んで外務

大臣以外代表の誰も中身を知らずに調印したと

いうのがこの安保条約。しかし相互安全保障条

約といいながら、日本の安全を守るどころか多

くの日本人の命が奪われています。在日米軍の

兵士や軍属らが引き起こした事件・事故とその

犠牲者の数は 1952～2010年で 

総数は２０万８０２９件 

公務中４万８５０４、（死亡日本人５２０人） 

公務外１５万９５２５（死亡日本人５６８人） 

と日本人の死者は１０８８人にも達し、昨年

も死亡事故を含め５７３件発生しています。 

（公務中とは基本的に米軍が「公務中」と「認定」して

日本側に犯人を引き渡さなかった事件） 

アメリカの新型爆弾 

地下６０ｍにもぐって爆破 
米空軍は新型の超大型地下貫通型爆弾（長さ約 6
ｍ、重さ約 13ｔ）を配備しました。ボーイング社

製。2.4ｔの爆薬を詰め、GPS（全地球測位システ

ム）で誘導され、地下 60ｍまで貫通する能力があ

ります。日本の最近の地下鉄は大深度といわれ地

下 40ｍより深いところを走っています。（地上に

上がるのも大変！）地上は所有権が複雑で同意を

求めるのは困難というか、不可能に近いため、土

地の所有権に関係ない深さと決めて使用している

からです。そんな地下まで爆撃しようという悪魔

の兵器。どこまでも破壊力を高める競争で利益を

追求する。まさに「死の商人」。 

「九条の会・流山」事務局 
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投稿 

大本営発表ほとんどウソばかり 

どこか似ている原発関連 
 東日本大震災の折、福島原発の事故は想定外

で逃げられるものではありません。その時それ

以後の政府・東電の国民に向けての発表は、想

定外という言い訳から始まり、果たして本当の

ことを言っているのかという不信が強まってい

ます。 
あの太平洋戦争のとき、大本営の偉い人々の

国民への発表はどうだったか。あの戦争で死ん

でいったのは、多くの民間の人々でした。戦地

においても戦死していったのは二等兵達でした。

多くの偉い人々は生き残り、長寿を全うしまし

た。戦後彼らが語ったのは「私は始めから負け

ると思っていた。戦争には反対だった。」 
○原発の安全神話を唱えたる 

人々今は沈黙守る 
○国民が事故を忘れる時を待つ 

原発推進図れる人ら 
流山･卯の花 

 

参院憲法審査会が初審議  

二大政党、改憲に意欲的姿勢 
参議院の憲法審査会は、２８日、１７日の衆

議院に続いて、初めて実質的な質疑を行い、各

党の委員がそれぞれの考え方を表明しました。 

参議院憲法調査会長を務めた関谷勝嗣元建設

大臣を参考人として招き、これまでの経緯を聞

いたあと、各党の委員が、憲法改正に対するそ

れぞれの考え方を次のように表明しました。 

民主党の江田五月氏……「憲法改正自体は緊

急の課題ではないが、非現実的な目標というわけ

でもなく、会派を超えて議論を進め、穏健で良識的

な合意を形成する努力を積み重ねていくべきだ」。 

自民党の川口順子氏……「震災復興が最大の

課題で、憲法改正は優先順位が下がるという意見

もあるが、数多くの課題を抱える今だからこそ、国

の形がどうあるべきか国民的議論を行うべきだ」。 

公明党の魚住裕一郎氏……「国民主権と基本

的人権の尊重、恒久平和主義は堅持すべきで、基

本的に『護憲』の立場だが、時代状況も変化してお

り、付け加えるべき点があれば、加えるべきだ」。 

みんなの党の江口克彦氏……「道州制や総理

大臣の公選制の導入など、新たな視点で憲法を考

えていくべきだが、まずは、憲法改正の要件に柔

軟性を持たせるべきだ」。 

共産党の井上哲士氏……「国民は『憲法改造』

を求めておらず、被災地から聞こえるのは『憲法が

震災復興に生かされていない』という声だ」。 

たちあがれ日本の藤井孝男氏……「災害やテロ

などの緊急事態で救援活動を行うため、基本的人

権を制限する規定を設け、自衛隊を軍隊と明記す

べきだ」。 

社民党の福島みずほ氏……「憲法改正の審議

が行われることに強く反対する。憲法改正の手続き

に関する法律を抜本的に見直すべきだ」。 

国民新党の亀井亜紀子氏……「憲法審査会での

議論の開始を歓迎する。日本が自主独立国家と

して主権を保つには、憲法改正が必要だ」。 

（以上ＮＨＫニュースを元に） 
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カンパはこちらの郵便振替口座へ 

００１３０ - ５ - ４６４７３５ 口座名 九条の会流山無 

 

定例駅宣伝 

１２月は９日(金) 15：30～16：30 

流山おおたかの森駅 

    寒くなります。備えを充分に！ 

みんなで会員拡大を 
11月 5日14：00森の図書館に世話人など7名が

集合。予めチラシを配布した近辺のお宅に、九条の

会への入会を訴えました。ハンドマイクで訴えなが

ら、戸別訪問。留守が多かったが、「九条改悪反対」

の署名を集め、一人が会員になってくださいました。

貴重な成果です。 

世話人も頑張っています。会員の皆様も会

員を増やしてください。それぞれ知人を一人！ 

ご紹介頂ければ世話人が訴えに行くのもＯＫ。 

 


